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岡
田
　
博
助
　
議
員

地
域
お
こ
し
協
力
隊

問①
取
り
組
み
と
評
価
、
地
域

住
民
の
意
識
の
変
化
は
。

②
配
置
さ
れ
て
い
な
い
地
区

か
ら
の
要
望
の
有
無

③
事
業
の
継
続
性
と
活
動

費
、
今
後
の
取
り
組
み
は
。

④
任
期
後
の
定
住
は
。

答　
総
務
部
長

①
平
成
２２
年
度
か
ら
中
山
地

域
の
佐
礼
谷
地
区
、
２３
年
度

か
ら
双
海
地
域
の
下
灘
地
区

に
１
人
ず
つ
配
置
し
て
い
る
。

　

中
山
地
域
で
は
、
耕
作
放

棄
地
を
集
約
し
て
管
理
し
、

効
率
的
な
組
織
農
業
を
行
う

た
め
の
地
域
法
人
の
設
立
に

取
り
組
ん
で
い
る
。

　

双
海
地
域
で
は
、
観
光
・

交
流
事
業
に
力
を
入
れ
、
地

域
内
外
の
方
と
の
相
互
交
流

を
深
め
る
中
で
、
地
域
の
魅

力
や
課
題
が
見
え
て
き
た
の

で
は
な
い
か
と
感
じ
て
い
る
。

②
佐
礼
谷
地
区
の
ほ
か
、
翠

地
区
・
由
並
地
区
・
郡
中
地

区
か
ら
要
望
が
あ
っ
た
が
、

他
の
地
区
か
ら
は
な
い
。

③
協
力
隊
の
業
務
は
、
住
民

と
協
力
し
て
地
域
活
動
を
行

い
、
活
性
化
に
導
く
も
の
で

あ
り
、
地
域
と
し
て
事
業
を

継
続
す
る
仕
組
み
を
つ
く
っ

て
も
ら
い
た
い
。

　

国
の
条
件
に
該
当
す
れ

ば
、
特
別
交
付
税
の
対
象
と

な
る
の
で
、
協
力
隊
員
か
ら

提
案
が
あ
っ
た
事
業
に
関
し
、

公
費
負
担
が
適
当
と
判
断
で

き
る
経
費
は
、
積
極
的
に
予

算
計
上
を
行
う
こ
と
に
し
て

い
る
。

④
定
住
は
義
務
づ
け
て
い
な

い
が
、
募
集
案
内
に
は
、
移

住
に
関
し
前
向
き
な
方
と
い

う
要
件
を
加
え
て
い
る
。

移
住
に
よ
る
活
性
化

問①
現
在
の
取
り
組
み
と
実
績

②
中
山
・
双
海
地
区
は
、
ど

の
程
度
の
人
口
規
模
を
目
指

す
の
か
。

③
市
の
支
援
の
方
策
は
。

答　
岡
井
副
市
長

①
都
市
住
民
と
地
域
住
民
と

の
交
流
の
場
を
積
極
的
に
提

供
す
る
こ
と
で
、
移
住
を
期

待
し
て
い
る
が
、
中
山
・
双

海
に
限
定
す
る
と
、
相
談
や

問
い
合
わ
せ
は
あ
る
が
、
移

住
に
は
結
び
つ
い
て
い
な
い
。

②
合
併
前
か
ら
急
速
な
人
口

減
少
が
進
み
、
今
後
の
増
加
、

維
持
は
難
し
い
状
況
だ
が
、

行
政
と
地
域
住
民
が
連
携

し
、
減
少
幅
を
少
な
く
し
た

い
。

③
数
多
く
の
空
き
家
は
あ
る

が
、
権
利
関
係
等
の
問
題
で
、

移
住
目
的
の
賃
貸
や
売
買
に

は
至
っ
て
い
な
い
。
ま
た
移

住
者
の
受
け
入
れ
に
前
向
き

で
な
い
集
落
も
あ
る
。

　

本
市
で
は
、
住
民
自
治
の

考
え
方
を
基
本
に
地
域
の
話

し
合
い
に
よ
り
、
移
住
促
進

を
選
択
し
た
地
域
が
取
り
組

み
を
行
う
場
合
、
補
助
金
等

の
支
援
制
度
を
設
け
て
い
る

の
で
、
積
極
的
に
活
用
し
て

い
た
だ
き
た
い
。

次
期
市
長
選
挙

問①
こ
の
８
年
間
の
総
括

②
次
期
市
長
選
挙
出
馬
へ
の

意
思答　

中
村
市
長

①
公
正
・
公
平
・
透
明
を
政

治
理
念
と
し
て
、
誠
心
誠
意

努
め
て
き
た
。

　

地
方
分
権
が
加
速
す
る

中
、
持
続
す
る
自
治
体
を
目

指
し
、
行
財
政
改
革
、
参
画

と
協
働
の
行
政
運
営
を
推
進

す
る
た
め
、
補
助
金
の
見
直

し
、
人
事
評
価
制
度
、
行
政

評
価
制
度
の
導
入
な
ど
、
簡

素
で
効
率
的
、
成
果
主
義
、

市
民
志
向
に
立
っ
た
行
政
運

営
を
進
め
て
き
た
。

　
一
方
、
参
画
と
協
働
の
郷

づ
く
り
を
揚
げ
、
住
民
自
治

の
啓
発
と
組
織
化
を
推
進
し

て
き
た
が
、
市
民
に
浸
透
し

た
と
は
思
っ
て
い
な
い
。

②
約
１４
年
間
に
わ
た
り
市
政

運
営
を
任
さ
れ
、
粉
骨
砕
身

努
め
た
。
自
ら
多
選
に
よ
る

行
政
の
独
裁
化
、
私
物
化
、

マ
ン
ネ
リ
化
等
の
弊
害
の
危

険
性
を
十
分
認
識
し
て
い
る
。

　

時
代
の
要
請
は
高
度
化
、

多
様
化
、
ス
ピ
ー
ド
化
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。

　

市
政
の
方
向
性
が
あ
る
程

度
定
ま
っ
た
段
階
で
、
新
し

い
感
覚
、
将
来
を
想
像
で
き

る
鋭
い
感
覚
、
地
域
の
融
合

等
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発

揮
で
き
る
人
材
に
道
を
託
し
、

さ
ら
な
る
伊
予
市
の
発
展
を

願
う
。

協力隊員の活動（下灘地区）


